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 蒸し暑いうす曇りの晴天のなか、和やかな雰囲気で会が始まりました。初めてうかがいま

したが、皆様の温かく正直な自己紹介にこの会の心強さを感じました。 

 

 本日はご自身も 15 年ペアレントでいらっしゃる、群馬大学の教授でさまざまな角度から

国際協力のお仕事をなさっている森淑江先生に貴重なお話をうかがうことができました。 

先生の温厚ながら強い意志を持ってお話される内容は、実に人との関わりにおいて、根幹を

なす教えを多く含んでいました。その興味深い内容につき、一ペアレントとして是非とも感

想をまじえて、ご紹介いたしたく思います。 

 

 先生はＪＩＣＡの専門家として、複数の国（ホンジュラス、ウズベキスタン、ニカラグア、

スリランカなど）での、看護教育に関し技術移転や、調査団としてのご経験を中心にお話し

くださいました。 

 

 

 

技術移転とは、ある技術につき指導を行い、定着までに至ることをいうそうです。この定



着ということが、非常に難しく、しかしながら成功したときの喜びが大きいものであること

を切に語られます。どんな素晴らしいものも定着しなければ終わりを迎えます。定着すれば

確実に未来につながりますが、それまでの道は険しい。しかし価値のある難しさは、達成し

たときに人に絶大な喜びを与えてくれるようです。 

  

ホンジュラスでの教科書作成のお話が例にあがりました。1990 年代前半のことで、教科書自

体が存在しない国で看護教育の教科書を作成するのです。学校教育の改善には系統立つ学び

が必要であり、教科書作りが課されたのです。言うは易くも、数々の壁が待ちます。担当代

わって三人目の書き手にようやく進むかと思えば、現地の方が誇りを持つマヤ、ホンジュラ

スの歴史を相当に組み込むことが、現実の看護教育から離れているのに譲れない点なのです。

書きものというのは、対象と用途を考えてつくるものですよね。外から来た立場で彼らの誇

りを理解しえない、と感情的な誤解をうけながらも毅然として目的を説明し通すことは、愛

がなければできないでしょう。先生の帰国直前に見本が出来上がり、相手の方が先生のおっ

しゃった意味が理解できたと告げます。そのことを成功の喜びとして力強く微笑む先生の姿

は、味わったものにしか分からない充実感をまとっていました。 

 

 スリランカでのセミナーでは、黒子としての国際協力を話題にされました。担い手である

現地の人の意欲を高めなければ、意味がないとおっしゃります。したがって現地の人が中心

になるようにすすめます。自ら前に立って教えることより、他の人に前に出て教えられるだ

けの内容と意欲を注ぐことは、ずっと能力と根気を必要とすることです。遠回りに見えて、

長い目でみると何が相手にとって重要となるかを深く認識していればこそできることあり、

非常に感銘を受けます。 

 

 ニカラグアでの学部長アドバイザーとして派遣されたときのお話です。目的は看護教育の

改善とだけ記されていて、具体的な取り組みはご自身でみきわめるのです。まず観察期間を

設けなにをどう改善すべきか計画立てて実施していきます。自ら課す枠組み以外にも唐突な

相手からの要望も起き上って、専門家として断らずに応えていく武勇伝は同じ日本人女性と

して頼もしく敬うべく思いを抱きます。 

 

 ウズベキスタンでの看護師への日常生活援助に関する看護指導のお話もありました。体験

することを持って、ひとは実感をもって伝えることができるというものです。日本から老人

を体験できる道具をお持ちになり、現地の看護教員に体感していただくのです。その看護教

員はこの体験から学び、自身で手作りの教材を作って学生に同じ事を指導します。文化や教

育環境の異なる相手に、伝えるべき感覚を伝達するには相当な工夫を要すことと思います。

熱意と着眼の鋭さに感嘆します。 

 

 次には調査団としてのお話でしたが、これもまた笑顔をたやさず語られますが大変なお仕



事であったようです。交渉の難しい国パキスタンでのお話です。日本がどういった協力をす

るかの交渉です。相手の要求とこちらの考えと予算とが厳しくせめぎ合い、最後まで予断を

許さないのです。合意を得たその場での尐し滑稽な署名場面が、場所を移すことすらしない

ほどのギリギリの交渉を表します。根回し慣れした日本社会では署名というと形ばかりに響

きますが、国際交渉における臨機応変さの必要性が伝わる逸話です。お洋服までお気遣いな

さった先生は、それが功を奏しなかったと茶目っ気のある笑顔をお見せになりました。細や

かで大胆であることが交渉には必須のようです。 

 

 またウズベキスタンでの交渉では、看護教育教材の提供に関してのものでした。現地で既

に 2 回ほど教育活動をなさっていた先生は、内容交渉において確固たる意見を通されたよう

です。看護教育を実際に支えた経緯がある先生のご意見ですから、相手方も受け止めが違う

ものと思います。そこで鉄の女と称号をおくられたことは、先生の毅然たる専門家としての

実行力を物語るように思います。 

 

 その後に先生ご本人だけでなく、草の根で活躍されている青年協力隊の方のお話もしてく

ださりました。彼らは非常に厳しい現地の環境の中で、生活を支える小さな活動の積み重ね

をしています。それらは小さくとも非常に重要な役割を担っています。そしてその結果が地

道に残って行くというのが素晴らしいと思います。たとえば健康を守ることは、安全な水を

確保することから始まるわけです。井戸を作ります。別の国では協力隊が作った筋肉注射の

位置を記したポスターが何年も残り続けます。 

 

 

 

 熱帯地方での一日診療所の話もされていました。乾季に保健ボランティアの家を一日診療

所にしてワクチン接種を行います。世界にはワクチンで予防可能な病気でなくなる子どもが



年に二百万人いるそうです。ワクチン接種を行う際にも、住民台帳などないので口コミで子

どもを探すわけです。小児科医療に従事する者としては、ここは本当に心の痛むところです。 

 

 またＮＧＯの立場で人知れず立派な仕事をなさっている方の紹介もありました。タイで 20

年ハンセン病のセルフケアを指導なさっている看護師さんです。こうして表舞台に立たずと

も地味で価値のある活動をする方々には、本当に頭の上がらない思いがします。 

 

 先生ご自身でさまざまな活動をなさるほか、他の方々を上手に巻きこむ手法に感服します。

多くの方を機会があれば現地に連れていらっしゃるとの笑顔です。新たな方が現状を知るこ

とは新たな活動がはじまる機になります。つながりを広げて、より力を大きくすることは発

展の源で、それを上手にすすめる先生のお話は実に勉強になります。 

 

 最後に先生のお仕事に関するまとめをお話されていました。結果や裁量権が大きく、それ

は充実感のあるもので、しかしながら歓迎されるとも限らず、気負いや理解の面などの独特

の難しさも語られました。根底を支えるものは、現状を見過ごすことができないという人間

としての気持ちにあると締めくくられました。たしかハックルベリーフィンが言った、That õs 

what my conscience told me to do. という言葉を思い出します。わたしも、状況と能力が許す

なかで自分のできることをしていきたく思います。 

そのあと恒例の立食懇親会、そしてバザー（楽しいオークション形式で行われ、収益金をプ

ラン本部特別プロジェクトに全額寄付しています）がありました。 

 

 



 

 

 

 

みなさまとお会いできたことは喜びです。尐しずつですがお話をうかがえて大変有意義でし

た。今後ともよろしくお願い申し上げます。 


